
ランダムスピン系の相転移

以上の結果から ∬-0.1で,2dXY的なr'lndom orderが生じている可能性が指摘で

きるが,さらにresonancefrequencyの角度変化等を測定し,検討を進める予定である｡
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図 1-3. Cu63･65のNMRスペク トル

Rb2Co卜 XMgxF4混晶のサブミリ波ESR
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Rb2.CoF4はKZNiF4などと同じ結晶構造をもつ二次元反強磁性体であり, 最近の池

田らの研究によればこの結晶のCo2十spinはIsing的であることが知られている｡池田ら

は,更にCoをMgでうすめた結晶について中性子回折の実験を行いCo2十 spin が

Ising的であるためにMgに隣接したCoZ十は,boundstateをもつことを見つけてその分
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散関係 を出すことに成功 した｡

我々は,このようなMgに隣接したCo2+spinの localizedm｡d｡を調べるために- リ

ウム温度で電子スピン共鳴の観測を行った｡この結晶の交換相互作用が大きいため,波

長が119pmのH20レーザーとパルス強磁場が使われたO最初∬-0.3の混晶について

測定を行ったが吸収が観測されなかったO次に,3-0.11のサンプルについて行った

ところ非常に幅の広い吸収が磁場310K Oeのところに観 測 された｡これを周波数一磁場
特性に措いてみると,図1のようにな る ｡

ゼロ磁場でのエネルギーは中性子回折 の

実験から得られたものである｡中性子回

折では, ど-0.3のサンプルでMgが二

個あるいは三個配位 したものの bound

stateも観測されているが,我々の実験で

は一個配位 したものだけである｡図 1よ
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り.g値が .g-4.9と求められるが Rb2CoF｡で予想されている 9-6.4にくらべて若干

小さい｡しかしこの6.4という値は高温での帯磁率から求められたものであり必ずしも

こだわる必要はない｡またゼロ磁場で遠赤外分光 も行ってみたが全体に格子振動による

吸収が大きくboundstateの励起に伴 う吸収は,判別できなかった｡たまたま90cm~1

のところに巾約 40cm~1のウインドウがありH20レーザー (84cm~1)での測定に好

都合であった｡

K2Ni(-ll- Ⅹ)GxF4 系の相転移と磁気エネルギー
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2次元 Heisenbergスピン系反強磁性体は,僅かなIsing性 (1イオン異方性,双極子相
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